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路⾯性状調査による“点検・診断”を定期的に実施し、適時修繕することで、コストダウン︕⼯期短縮︕

（国⼟交通省 社会資本整備審議会 道路分科会 第6回道路技術⼩委員会（2016.9.13） 配布資料より抜粋）

◇①ひび割れ等の舗装表層の損傷を放置すると、②⾬⽔の侵⼊等により、③路盤まで損傷し舗装構造全体がダメージを受け、
路盤も含めた⼤掛かりな修繕が必要となります。
⇒ 路盤を修繕した場合、表層のみを修繕した場合と⽐較すると、費⽤は概ね３倍以上、⼯事期間は概ね4倍

◇また、⼗分な調査を実施しないまま安易に表層のみを修繕すると、急速に破損が進⾏し、再び早期に修繕が必要な状態になり、
⻑期的な視点ではかえって多くの費⽤が必要となる場合があります。

◇ライフサイクルコストの縮減のためには、路⾯性状調査による点検、診断を定期的に実施し、調査結果により表層等の適時修繕
を⾏う事で、路盤以下の層を健全に保つことが重要となります。

①表層が損傷している状況

※舗装の損傷個所から路盤に⾬⽔等が侵⼊することにより路盤の⽀持⼒が低下し、舗装構造全体が損傷。その場合、修繕より多くの費⽤等が必要。

②

③

アスファルト舗装損傷メカニズム

路⾯性状調査の必要性
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路⾯性状評価システム（道スマ）とは

舗装点検の業務課題を解決するソリューション
舗装点検業務 業務効率化、コスト削減

・目視点検でのデータ取得には、
調査・データ整理に多くの労⼒が
必要
・交差点・交通量の多い道路の
目視点検は交通渋滞や飛込まれ
事故防止等の対策が必要

・路⾯性状専⽤測定⾞による調査
は高コスト

・路⾯性状専⽤測定⾞は⼤型な
ため、狭い道路の調査が困難

・通常⾛⾏により交通渋滞なく、路
⾯性状の客観的データを短期間に
取得

・解析評価ソフト上で報告様式を
自動作成しコスト縮減

・計測装置のコスト低減により、調査
費⽤を縮減

・⼩型⾞両へ搭載可能な計測機器
により、狭い道路でも調査可能
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路⾯性状評価システム(道スマ)
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◇解析評価ソフト(RoadChecker)

交通渋滞なく安全に、⾮接触で路⾯性状(ひび割れ、
わだち掘れ、平たん性)調査を高精度かつ効率的に把握

◇当社の路⾯性状評価システムは、⼩型⾞両_路⾯性状計測MMSで路⾯性状データを取得し、解析評価ソフトにより、
路⾯の損傷状況を解析診断する路⾯性状調査業務の総合システムです。

◇⼩型化した計測機器や報告様式の自動作成機能等により施⼯性、経済性の向上が図られています。

ひび割れ

前方画像
わだち掘れ
平たん性

時速0〜50km

◇⼩型⾞両_路⾯性状計測ＭＭＳ

ひび割れ わだち掘れ

平たん性 位置(GPS)
前方画像
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ＭＣＩ一覧

路面性状評価図

様式Ａ

様式Ｂ

路⾯性状データを解析評価後、
報告様式を自動作成
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ひび割れ
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◇当社の路⾯性状計測MMSは、計測装置を搭載した⾞両を⾛⾏させるだけで、舗装のひび割れ・わだち掘れ・平たん性 (IRI)を
同時かつ高精度に計測し、GPSを搭載しているため、位置情報が付与されたデータを生成することができます。

◇計測装置の⼩型化により⼩型⾞両へ搭載可能となり、従来の⼤型専⽤⾞では測定が困難な狭い道路等へも対応可能です。

項目 認定精度 計測精度

ひび割れ 幅1mm以上のひび
割れが識別可能

幅1mm以上のひび
割れが識別可能

わだち掘
れ

横断プロフィルメータ
に対し±3mm以内

横断プロフィルメータ
に対し±3mm以内

平坦性
(IRI)

縦断プロフィルメータ
に対し±30％以内

縦断プロフィルメータ
に対し±30％以内

（昼測定）ステレオカメラ
（ひび割れ、３次元測量）

レーザースキャナ
（わだち掘れ）

GPS受信機

レーザースキャナ
（平たん性(IRI)）

仕 様

性能確認証書※

点検⽤カメラ
（ひび割れ）

⼤型専⽤⾞では測定が
困難な狭い道路でも対応可能

⾞両⽐較

当社⾞両

従来⾞両

路⾯性状計測ＭＭＳの概要

※2021年度路⾯性状自動測定装置性能確認試験合格（2020年度から取得）



路⾯性状評価システム（道スマ）の実績紹介

年度 自治体（都道府県） 概要

2018 前橋市（群馬県） 調査距離︓22km（データ解析・調査報告書）

2019 前橋市（群馬県） 調査距離︓59km（ 同 上 ）

2020
東近江市（滋賀県）
富⼠⾒町（⻑野県）
前橋市（群馬県）
沼田市（群馬県）

調査距離︓84km（データ解析・評価図）
調査距離︓88km（ 同 上 ）
調査距離︓49km（ 同 上 ）
調査距離︓49km（ 同 上 ）

2021
枚方⼟木（⼤阪府）
沼田市（群馬県）
伊都振興局他（和歌山県）
有田振興局他（和歌山県）

調査距離︓136km（データ解析・調査報告書）
調査距離︓119km（データ解析・評価図・MCI）
調査距離︓246km（ 同 上 ）
調査距離︓150km（ 同 上 ）

5

全国実績︓約1,000km
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報告様式作成機能（１/2）

様式－Ａ

◇総点検実施要領（案）【舗装編】（平成25年2月）に準じた記録様式-A・Bや、舗装維持管理指数(MCI)一覧表を自動作
成することができ、お客様が活⽤・報告しやすいExcel形式で出⼒することができます。

様式－B 舗装維持管理指数(MCI)一覧表

注）評価単位「5m,10m,20m,50m,100m,200m」から任意設定することができます。
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◇路⾯性状評価結果（ひび割れ、わだち掘れ、平たん性）を５段階に⾊分けした路⾯性状評価図を自動作成することができます。
◇他社GIS上で路⾯性状評価結果を閲覧できるkml形式へ変換し納品することができます。

路⾯性状評価図（ひび割れ）

路⾯性状評価図（わだち掘れ）

7

報告様式作成機能（2/2）

路⾯性状評価図（平たん性）

注）評価単位を「10m,50m,100m,200m」から任意設定することができます。



前方画像

⾞両位置

舗装診断結果の確認機能（ひび割れ）

ひび割れ評価結果

◇⾛⾏軌跡をクリックすることで、前方・後方カメラ画像からひび割れ状況の確認することができます。
◇舗装調査・試験法便覧に準じたメッシュ法でひび割れ⾯積を評価し解析した結果を表⽰することができます。
◇また、総点検実施要領における「ひび割れに関する⽐較判定⽤の写真を⽤いた評価」を参考に、5段階にランク分けし解析した結果

を表⽰することもできます。

全体︓42マス×0.25=10.5m2

⻘⾊︓18マス×0.25=  4.5m2

⻩⾊︓24マス×0.25=  6.0m2

⾊ ひび割れ状況 ひび割れ率

⻘ なし 0％

緑 両輪の通過部で縦断
方向に1本ずつ発生 0~20％

⻩ ⽚側の⾞輪通過部に
⻲甲状に発生 20~40％

橙 両輪通過部が⻲甲状
に発生 40~60％

赤 ⾞線全⾯にわたり⻲甲
状に発生 80~100％

縦3.0ｍ×横3.5ｍ

⾊ クラック本数 ⾯積(m2)

⻘ なし 0
緑 １本 0.15

⻩ ２本以上 0.25

0.5mメッシュ

ひび割れ率︓6÷10.5×100=57％

ひび割れ率︓両輪通過部が⻲甲状50~60％

ひび割れ⾯積評価例

ひび割れランク評価例

ＩＲＩ
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前方画像

わだち掘れ計測範囲

舗装診断結果の確認機能（わだち掘れ）

わだち掘れ評価

9

◇⾛⾏軌跡をクリックすることで、 前方カメラ画像と横断レーザスキャナデータから、わだち掘れ状況を確認することができます。
◇評価単位毎に、各区間内中央位置の横断側線の最⼤わだち掘れ量を表⽰することができます。

ＩＲＩ



◇⾛⾏軌跡をクリックすることで、前方カメラ画像と縦断レーザスキャナデータから路⾯の平坦性を確認することができます。
◇評価単位毎にＩＲＩ（平たん性）を算出した数値と平坦性をグラフ表⽰することができます。

10

舗装診断結果の確認機能（ＩＲＩ）

平坦性計測範囲

ＩＲＩ（平たん性）評価

ＩＲＩ



評価結果の表⽰
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◇⾛⾏軌跡を⾊分け表⽰し、舗装の損傷状況を確認することができます。
◇また、評価項目（ひび割れ、わだち掘れ、ＩＲＩ(平たん性)）を切り替えることで、それぞれの評価結果を確認することができます。
◇さらに、評価単位（10m〜200m）の距離変更を⾏うと、距離変更に合わせ⾊分け表⽰が修正表⽰されます。

舗装診断結果の確認機能（評価結果）

ひび割れ

⻘ 0％

緑 0 ＜ 率 ≦ 20％
⻩ 20 ＜ 率 ≦ 40％
橙 40 ＜ 率 ≦ 60％
赤 60％ ＜ 率

わだち掘のれ

⻘ 0 ＜ 量 ≦ 10mm

緑 10 ＜ 量 ≦ 20mm
⻩ 20 ＜ 量 ≦ 40mm
橙 40mm ＜ 量

ＩＲＩ（平たん性）

⻘ 0 ＜ ＩＲＩ ≦ 3.0mm/m
緑 3.0 ＜ ＩＲＩ ≦ 5.5mm/m
⻩ 5.5 ＜ ＩＲＩ ≦ 8.0mm/m
橙 8.0 ＜ ＩＲＩ ≦ 11.0mm/m
赤 11.0mm/m ＜ ＩＲＩ

評価単位

10m , 20m , 50m , 100m , 200m , 任意⼊⼒可
評価単位の距離を選択

評価項目を選択⾛⾏軌跡に評価結果を⾊分け表⽰

ＩＲＩ


